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社会学系コンソーシアム通信	 第２０号	 	 	 

2014 年 10 月	 

	 	 

	 	 

	 

	 『社会学系コンソーシアム通信』第 20 号をお届けいたします。近々行われる学会大会や

その他イベントなど各学術団体の活動を広く他の学術団体と共有し，相互のコミュニケー

ションや交流を広げようとする企画の一環です。	 	 

	 本『コンソーシアム通信』は，通常,	 （１）事務局にお寄せ頂いた参加学協会及び関連

学術団体のイベント詳報，（２）参加学協会の皆様のホームページ上で公表されている学会

大会や研究大会のイベント情報，（３）その他事務局からのお知らせで構成されています。	 

今号では,	 「各学協会の学会大会」および「事務局からのお知らせ」をお届けします。今

後も，年３回（6 月頃,	 ９〜10 月頃，1 月頃）のペースで，本通信を配信する予定ですので，

シンポジウム，学会大会，国際イベントなど，情報提供の場として，皆様に積極的にご利

用いただければ幸いです。	 	 

	 

１	 参加学協会イベントカレンダー	 

	 

10	 月	 

25-26	 日	 

日本労働社会学会第 26	 回大会（駒澤大学）	 

http://www.jals.jp	 

31-11/2	 日	 

日本村落研究学会第 62	 回大会（グリーンピア三陸みやこ）	 

http://rural-studies.jp/meeting&bulletin.html#association	 

11	 月	 

22-23	 日	 

第 87	 回日本社会学会大会(神戸大学)	 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2014/11/22000000.php	 

29	 日	 

日本社会福祉学会第 62	 回秋季大会(早稲田大学)	 

http://www.jssw.jp/event/index.html	 
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２	 コンソーシアム事務局からのお知らせ	 

	 

（１）社会学系コンソーシアム 2013 年度決算報告ならびに 2014 年度予算	 

 

社会学系コンソーシアム	 2013 年度決算報告書（2014 年 3 月 31 日現在）	 

I.	 収入の部  

科	 	 目 予算額 決算額 予実績差異 備考 

１	 会費 550,000	 550,000	 0	  

	 	 (1)	 年会費１万円相当 220,000	 220,000	 0	  

	 	 (2)	 年会費 2万円相当 100,000	 100,000	 0	  

	 	 (3)	 年会費 3万円相当 30,000	 30,000	 0	  

	 	 (4)	 年会費 10万円相当 200,000	 200,000	 0	  

２	 雑収入・寄付 0	 104	 104	 利子収入 

３	 前年度繰越金 262,836	 219,901	 -42,935	  

収入合計 812,836	 770,005	 -42,831	  

 

II.	 支出の部  

科	 	 目 予算額 決算額 予実績差異 備考 

１	 事務局経費 364,300	 307,870	 	 56,430	  

(1)スタッフ謝金 360,000	 301,000	 	 59,000	  

(2)HPレンタル・サーバー代 3,300	 3,300	 0	  

(3) 事務管理用品 10,000	 3,570	 6,430	  

２	 定例会議・理事会開催費 160,000	 166,912	 -6,912	  

	 	 (1)評議員会・理事会開催費 20,000	 14,055	 5,945	  

	 	 (2)定例シンポジウム開催費 130,000	 144,172	 -14,172	  

    (3)委員会開催費 10,000	 8,685	 1,315	  

３	 予備費 288,536	 26,000	 262,536	  

支出合計 812,836	 500,782	 312,054	  

次年度繰越金（収入合計－支出合計）＝770,005－500,782＝269,223	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （＝通帳残金 269,281－4 月利子収入 58 円）	 
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         	 社会学系コンソーシアム	 2014 年度予算(2014 年 4 月 1 日現在)	 

（自 2014 年 4 月 1 日	 至 2015 年 3 月 31 日）	 

I.	 収入の部  

科	 	 目 予算額 

１	 会費 550,000	 

	 	 (1)	 年会費１万円相当 220,000	 

	 	 (2)	 年会費 2万円相当 100,000	 

	 	 (3)	 年会費 3万円相当 30,000	 

	 	 (4)	 年会費 10万円相当 200,000	 

２	 雑収入・寄付 0	 

３	 前年度繰越金（予測） 269,223	 

収入合計 819,223	 

 

II.	 支出の部  

科	 	 目 予算額 備考 

１	 事務局経費 313,300	  

(1)スタッフ謝金 300,000	  

(2)HPレンタル・サーバー, ドメイン代 3,300	  

(3)事務管理用品  10,000	  

２	 定例会議・理事会開催費 220,000	  

	 	 (1)評議員会・理事会開催費 20,000	  

	 	 (2)定例シンポジウム開催費 190,000	  

	 	 (3)委員会開催費 10,000	  

３	 予備費 285,923	  

支出合計 819,223	  

 

※2014年 1月開催の評議員会で承認された2013年度予算案では,	 繰越金についてその時点での

予測額（272,273 円）を計上しておりました。2013 年度決算の結果,	 繰越金は 269,223 円とな

りました。従いまして,	 繰越金，予備費，収入および支出合計の点において,	 本予算は前年度

評議員会にて承認された予算案と異なっています。	 

三隅一人（財務担当理事）	 
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（２）2014 年度シンポジウム開催のお知らせ	 

	 社会学系コンソーシアムでは,	 毎年,	 1 月の第 4 週末に,	 社会学系コンソーシアム・学術会議

社会学委員会共催のシンポジウムを開いております。本年度は,	 「現代の雇用危機を考える（仮）」

というテーマで,	 2015 年 1 月 24 日（土）14 時〜17 時にシンポジウムを開催したいと考えてお

ります。趣旨および 2014 年 10 月 10 日時点でのプログラム概要(予定)は,	 以下の通りです。	 

	 

	 いま,	 社会における雇用の枠組みが大きな転換期にさしかかっている。非正規雇用が

あらゆる分野で正規雇用を駆逐しつつある。若者たちは,	 就活こそが人生の最終目標で

あるかのように懸命に走っている。しかし,	 就職してみれば,	 職場には多くの問題が山

積しており,	 短期間で転職する若者は多い。高齢層は,	 年金財源を担保するためもあっ

て,	 定年延長という潮流の中にある。しかし,	 実際には再就職先は必ずしも保証されて

いない。企業内における年功序列制を停止すると宣言する企業も増えつつある。また別

の面では,	 少子化対策としての育児休暇やワークライフバランス,	 男女共同参画など

を推進するといわれているが,	 実態はかなり覚束ない。	 本シンポジウムでは,	 こうし

た現代の雇用危機を多面的に論じ,	 未来に向かっての提言の足がかりとしたい。	 

	 

遠藤薫（シンポジウム担当理事）	 

	 	 

開催概要(予定)	 

日時:	 2015 年 1 月 24 日 14 時〜17 時	 

場所：日本学術会議大講堂	 

テーマ：現代の雇用危機を考える(仮)	 

【登壇者】（予定、敬称略）	 

開会の挨拶	 

	 吉原直樹（大妻女子大学・教授）	 

報告者	 

	 １．宮本みち子（放送大学・副学長・教授）	 

	 ２．渡辺深（上智大学・教授）	 

	 ３．樫村愛子（愛知大学・教授）	 

	 ４．今野晴貴（NPO 法人「POSSE」代表理事、一橋大学大学院博士課程）	 

	 ５．西田亮介（立命館大学・特任准教授）	 

コメンテーター	 

	 １．橋本健二（早稲田大学・教授）	 
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	 ２．堅田香織里（法政大学・専任講師）	 

オーガナイザー・司会	 

	 遠藤薫（学習院大学・教授）	 

	 小谷敏（大妻女子大学・教授）	 

閉会の挨拶	 

	 友枝敏雄（大阪大学・教授）	 

	 

	 現在,	 シンポジウム担当の遠藤薫理事と小谷敏理事がオーガナイザーとなり,	 登壇者に幅広

い世代の論客を結集して準備中です。正式決定後、プログラムの詳細につきましては,	 改めて

ご連絡いたします。	 

	 

	 

（３）社会学系コンソーシアム理事の交代	 

	 2014 年 7 月,	 日本社会学史学会選出の理事が,	 浜日出夫理事から小谷敏理事へ交代

となりました。	 

	 なお,	 各学協会におかれましては,	 本コンソーシアム評議員となる先生に変更がある場合,	 

変更日と後任者の情報（氏名,	 所属,	 メールアドレス）を,	 社会学系コンソーシアム事務局

（socconsortium	 [at]	 socconso.com）まで,	 ご連絡くださいますようお願い申し上げます。社

会学系コンソーシアムは参加学協会の皆様方からのご協力により成り立っており,	 本コンソー

シアムが参加学協会の間をつなぐネットワークとしての機能を十分に果たすためには,	 各学協

会の評議員の方々と迅速かつ確実に連絡を取ることができる体制が必要となってきます。ご協

力,	 お願い申し上げます。	 

	 

（４）「世界へのメッセージ」編集委員会解散と CD・冊子配布	 

「世界へのメッセージ」編集委員会は,	 世界社会学会議終了（2014 年 7 月 19 日）に伴い,	 解散

いたしました。各学協会のご協力の下で完成した「世界へのメッセージ」の内容につきまして

は、2014 年 6 月 20 日に,	 社会学系コンソーシアムホームページに掲載いたしております。「世

界へのメッセージ」CD・冊子は,	 同会議開催中,	 多くの方々に配布されました。その後、8月１

日、コンソーシアム事務局より、「メッセージ」執筆者および各学協会に同 CD・冊子が郵送され

ました（各学協会事務局宛）。現在、コンソーシアム事務局には CD・冊子の残部がございます（た

だし冊子の残部数は僅少です）。コンソーシアム評議員で未入手の方々には,	 2015 年 1 月開催予

定の評議員会にて配布する予定でおります。	 
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事務局・問い合わせ	 

『社会学系コンソーシアム通信』やコンソーシアムのホームページを，参加学協会の皆様の情

報交換の場として積極的にご活用頂けましたら幸いです。掲載ご希望の情報やご質問など，お

気軽に事務局までお寄せ下さい。お待ちいたしております。	 

＊事務局	 

	 植木豊	 

	 E-mail：socconsortium	 [at]	 socconso.com	 

	 ※(at)を@に変えてください	 

	 Website：http://www.socconso.com/	 

＊財務担当理事	 

	 三隅一人（九州大学内）	 

＊シンポジウム担当理事	 

	 遠藤薫・小谷敏	 

＊ニュースレター・社会学系コンソーシアム通信編集担当	 

	 小林多寿子・橋本健二・植木豊 


